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研究成果の概要（和文）：本研究は、キューバで人生の三分の一を過ごしたノーベル賞作家ヘミングウェイの現地での
生活、創作活動、政治活動を、蔵書リサーチと現地インタビューにより明らかにすることを目的とした。2012年度と20
13年度に各１回、キューバでの現地調査を行い、調査の途中経過をキューバで行われた国際学会(2013)で発表した。現
地調査では、ヘミングウェイの蔵書リサーチを行い、自筆書き込みの確認とカメラ撮影による資料の保存を行った。さ
らにフィンカ・ビヒアのヘミングウェイ博物館館長であるローザ氏と、生前のヘミングウェイと交流があったフィーコ
氏とカユーコ氏にインタビュー調査を行った。

研究成果の概要（英文）：This project explores the Nobel Prize Writer Ernest Hemingway's life in Cuba, 
where he had spent one third of his life, by examining his book collection left in Cuba and conducting 
several interviews with people including those who knew Hemingway personally. In 2012 and 2013, I made a 
research in Cuba and read a paper in an International Conference (2013). When examining the book 
collection, I took photographs of his writings in the margins and created photo database. I also 
interviewed Ada Rosa, the director of Hemingway Museum, Mr. Fico and Mr. Cayuco, who knew Hemingway when 
he was alive.

研究分野： アメリカ文学

キーワード： ヘミングウェイ　キューバ
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１．研究開始当初の背景 
 
2002 年、キューバのヘミングウェイ邸フィ
ンカ・ビヒアの地下室に埋もれていたヘミ
ングウェイの原稿、手紙、メモ、その他の
書き物が発見され、世界中に大きな衝撃を
与えたことは記憶に新しい。アメリカ合衆
国とキューバとの合意のもとで約 3,000 点
の資料についてボストンの JFK 図書館で
電子アーカイブ化が進められており、これ
らにアクセス可能となれば、これまで謎が
多かったキューバ時代のヘミングウェイに
アプローチするための重要な手がかりとな
ることは間違いないが、JFK 図書館での資
料の全面的な公開はまだ実現していない。 
 ヘミングウェイは1937年にスペイン内戦
を取材した後、三番目の妻マーサ・ゲルホ
ーンとともにキューバのハバナに移り住み、
1939 年から 1961 年までの 22 年間をハバ
ナの郊外フィンカ・ビヒアで過ごした。当
時のキューバ周辺は、ドミニカ共和国の革
命運動、親米派のフルヘンシオ・バチスタ
による軍事クーデターと独裁政治、フィデ
ル・カストロの反乱とキューバ革命、冷戦
下での共産主義国家樹立など、植民地的政
治闘争の最中にあった。FBI の機密文書に
よると、キューバ革命に際してヘミングウ
ェイは革命政府を支持し、自らを「キュー
バ人」であると言い、キューバの国旗にキ
スをしたとされている（高野泰志著「ヘミ
ングウェイと FBI ファイル」今村楯夫編
『アーネスト・ヘミングウェイの文学』（ミ
ネルヴァ,2006 年）。これはノーベル賞を
受賞したアメリカの人気作家アーネスト・
ヘミングウェイの、これまでにアメリカで
出版された幾多の伝記ではほとんど触れら
れていない側面である。 
 従来の伝記では、キューバにおけるヘミ
ングウェイの活動は、ピラール号を使った
沿岸パトロールでさえ、英雄伝説を構築す
るために一役買ってはいるが、政治的な意
図も影響力もないものとして片付けられて
きた。ところが「政治」には無関係とされ
てきたヘミングウェイ像に修正を迫るきっ
かけとなった FBI ファイルには、1942 年
から 1974 年という長期間にわたり、FBI
がヘミングウェイを共産主義信奉者の疑い
がある人物として監視していた様子が記録
されていた。そのファイルの公開により、
1950 年代半ば頃から自分が FBI に狙われ
ていると訴えていたヘミングウェイの不安
が単なる妄想ではなかったことが、証明さ
れた。FBI ファイルに関しては、2004 年
に日本の若手ヘミングウェイ研究者 20 名
による解読プロジェクトチームが立ち上が
り、その成果は高野泰志著「ヘミングウェ
イと FBI ファイル」で詳しく報告されてい
る。またプロジェクトの成果は国際ヘミン
グウェイ学会で発表され、国際的にも極め
て高い評価を受けた。しかし、解読チーム

は、FBI 資料の内容のほとんどが伝聞情報
によるものであり、信憑性は未だ不透明で
あると結論しており、このファイルだけで
キューバ時代のヘミングウェイの政治的位
置を正しく導き出すことはできない。他方、
キューバで発見された資料の中には、他の
書類からは区別され暗号化されたテクスト
が含まれており、とりわけ第二次世界大戦
下でキューバ周辺を巡航していたドイツの
潜水艦に関する諜報活動を記録した暗号フ
ァイルは、ヘミングウェイの政治的な活動
の一端を紐解く重要な糸口になるものと思
われる。このことを踏まえ、本研究では、
日本での FBI ファイル解読の成果をもと
に、FBI ファイルとキューバで発見された
資料を合わせて精査することで、ヘミング
ウェイの政治的スタンスをより鮮明にし、
それに基づくテクスト解釈を行う。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、JFK 図書館で未公開となってい
るこれらの資料をキューバで調査し、キュ
ーバで人生の三分の一を過ごしたノーベル
賞作家の現地での生活、創作活動、政治活
動を、蔵書リサーチと現地インタビューに
より明らかにすることを目的とした。 
 本研究では、はじめにフィンカ・ビヒアの
資料から、キューバ時代のヘミングウェイ
像を、より政治的に描き直す。そのため、
本研究の大部分は、資料の収集と解読にあ
てられる。なかでも注目すべきは、第二次
世界大戦中にキューバ沿岸を巡航していた
ドイツの潜水艦に関する調査結果を、ヘミ
ングウェイ自身が安全の為に暗号化して書
き残したテクストである。このテクストは、
これまで完全に未公開のものであり、それ
を精査することによって、ヘミングウェイ
がハバナのアメリカ大使館のために行って
いた諜報活動とピラール号を使った沿岸パ
トロールに関する詳細を明らかにすること
ができると期待される。 
 第二に、メタ批評的な試みとして、カー
ロス・ベーカーによる伝記をはじめとする
従来型の伝記を研究対象に、文学研究にお
いて「非政治的」なヘミングウェイ像が構
築された歴史的・政治的背景を探る。これ
までにアメリカで出版された伝記を、出版
時のアメリカ合衆国とキューバをはじめと
する共産主義諸国との関係のなかで捉え直
し、文学研究に潜む政治性を浮き彫りにし
たい。 
 さらに第三の目的として、キューバ・コ
ネクションを探ることにより導きだされる
「政治的」なヘミングウェイ像が、キュー
バ時代に書かれた文学テクストに対するこ
れまでの解釈にどのような変更を迫るのか
を考えたい。扱うべきテクストは、共産党
からの強い批判を受けた『誰がために鐘は



鳴る』、キューバを舞台にした左翼系テクス
ト『持つと持たぬと』、死後出版となった『海
流の中の島々』などが挙げられる。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は次の手順で進める。 
１．ヘミングウェイがキューバのフィン
カ・ビヒア邸に残した資料を、ハバナのヘ
ミングウェイ博物館またはボストンのジョ
ン・F・ケネディケネディ図書館で閲覧し、
必要部分を文献複写する。 
２．死後出版された小説『海流の中の島々』
のオリジナル原稿はジョン・F・ケネディ
図書館に保管されているので、出版時に変
更または削除された箇所を、コンピュータ
ー入力する。 
３．上記の資料をもとに、これまでの伝記
に書かれていないキューバ時代のヘミング
ウェイ像を明らかにし、より政治的なテク
スト読解に繋げる。 
４．研究成果を国際ヘミングウェイ学会、
Mandel 氏編集の研究書、研究成果報告書
等で公表する。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究では、2012 年度と 2013 年度に各１
回、キューバでの現地調査を行い、調査の
途中経過をキューバで行われた国際学会
(2013)で発表した。現地調査では、2002 年
に発掘された資料が博物館とは別の政府機
関で保存されており、特別な許可なしに閲
覧ができないことがわかった。また米国
JFK 図書館でも、閲覧に制限がありアプロ
ーチすることが困難であった。したがって、
本研究の調査対象は博物館所蔵の資料に限
定することとした。実際には、ヘミングウ
ェイの蔵書のなかで動物行動学に関するも
のを中心にリサーチを行い、自筆書き込み
の確認とカメラ撮影による資料の保存を行
った。さらにフィンカ・ビヒアのヘミング
ウェイ博物館館長であるローザ氏と、生前
のヘミングウェイと交流があったオスカー
（＝カユーコ）・ブラス氏、アルベルト（＝
フィーコ）・ラモス氏にインタビュー調査を
行った。最終年度にあたる 2014 年度は、
主として 2013 年に行ったインタビュー調
査の結果を踏まえ、とりわけ動物行動学へ
のヘミングウェイの関心に焦点をあてて論
文１本を執筆し（共著として出版予定）、
国内学会での発表を１回行った。 
 以下、研究成果を蔵書リサーチとインタ
ビュー調査にわけて記述する。 
 
①蔵書リサーチ 
 フィンカ・ビヒアのヘミングウェイ邸は、
ほとんどすべての部屋の壁が書棚になって
おり、数千点の書籍が当時のまま保管されて

いる。これらの本は新刊、古本のどちらもヘ
ミングウェイ夫妻が買い集めたものが中心
だが、なかにはゲストが持ってきて置いて帰
ったものも含まれているし、ゲストが持ち帰
り、そのまま行方不明になったものもある。
ヘミングウェイ邸は、ゲストたちに本の貸し
出しを行う図書館のような役割も果たして
いたと思われる。フィンカ・ビヒアに限らず
キーウェストも含めたヘミングウェイの蔵
書タイトルについてはジェイムズ・D・ブラ
ッシュとジョセフ・シグマンが詳しく調査を
行っており、1981 年に出版された『ヘミング
ウェイの図書館』の電子版が現在では JFK 図
書館のアーカイブで公開されている（Brasch 
and Sigman）。本研究では、そこから動物行
動学に関する書籍を検索し、フィクションと
思われるものを除いたリストを作成の上、自
筆書き込みの確認とカメラ撮影による資料
の保存を行った。 
 
②インタビュー調査 
蔵書リサーチに加えて、アダ・ローザ博物館
館長、オスカー（＝カユーコ）・ブラス氏、
アルベルト（＝フィーコ）・ラモス氏にイン
タビューを行った。ブラス氏とラモス氏への
聞き取り調査は、本人の記憶に頼る部分が多
く、対象者が高齢であり、五十年以上前の記
憶に頼らざるを得ないことから、証言内容が
正確であるという確証はない。しかし、ヘミ
ングウェイを直接知っている人物が現在で
は少なくなってきており、本研究で直接イン
タビューすることができたことは大きな収
穫だったといえる。 
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